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一、はじめに
四十九日は、葬式後の節目となる日であり、この日をもって忌が明けるという地域が広くみられる。この日に
餅を搗く地域は全国的に確認でき、忌明けと餅との関係が推察される。餅の意味及び扱いに関する伝承は多様であるが、必ずしも忌明けと結びついてはいない。葬送儀礼 遺体処理と魂の処理の観念の基 行われることはす に指摘しているが〔林
　
二〇一六〕 、四十九日の餅に関しても、魂との関連で捉えられている地域がみら



































張り餅のおこなわれる期日そのものは、むしろ本質的な問題ではないのである。期日や方式に少しずつの違いはあるが、四十九日の中陰明けのころに、四十九の餅をつく風が広い、愛知県の佐久島では、三十五日は三十五箇、四十九日には 箇 カブノ餅を作って 身寄り 者が食うものとしているように（海村手帖、瀬川清子氏） 、四十九という数字は、仏教が七日毎の日を重ねて四十九日目に重きをおいたために、それに準じて統一されたに過ぎないのであって、分配しやすい小餅を多く作る必要が元であったろうと考えられ 。 」と指摘する〔井之口一九五四
　
一四六～一四七〕 。柳田の「精進あがり」 「山あがり」 、井之口の「餅アケ」は忌明けを意味すると考













































忌令」による「五十日」が「四十九日」と一日違いであることもあり、旧来の「四十九日」の意識が残った地域と、草津市の事例のように 五 日 する地域が混在すると考えることができるの ないか。
東京都青梅市の旧小曾木村に伝わる『市川家日記』がある。市川庄右衛門が安政六年 一八五九）から明







































































例では、餅を搗くことで忌明 となると れ、忌明けゆえに餅を搗くとは必ずしもいえない事例としてあげられる。では、なぜ「四十九日」と餅が結びつくのであろうか。この件に関して 後述する。（二） 「別れの餅」の問題
先に紹介したように、柳田は『食物と心臓』の中で、この日に「食い別れの行事をした」と指摘している。そ

























三豊市の事例では、だからこそ「家の戸口を閉めない」 「家を留守にしない」のであろう そして、この「別れ」の意識は家に留まっていた霊と 「別れ」ということになる。さらに、四十九日まではサンマイへ参るが、それを過ぎると参らな といい 「四十九日」前後で墓に対する意識変化があることがわか が、サンマイに参らなくなるというこ は、 「霊」との対峙 仕方の変化として捉えることができる。
ところで、柳田は『葬送習俗語彙』で「ヒッパリモチ」を項目としてあげている。その中で、 「シジフクモチ」
























性格もみられるが、 「引っ張り合う」場所に注視した 。多賀城市では「取手」 「枡の上」 「障子の破穴」 「自在鉤の吊手」 「敷居」で両側からとあ 、坂下村では「敷居」 、落合町で 「鍋ぶたの上」 「敷居をまたぐ」とされている。 「取手」 「枡の上」 「障子の破穴」 自在鉤 吊手」は非常に不安定な場所を示すといえるだろう。そ 不安定性が、境界観念に繋がると考え 。 「敷居」は、まさに「境界 である。 「境界」で引っ張り合うことに意味をもとめることができるのではないか。
近藤直也は「カリヤの民俗」の中で、 「死後すぐ葬式を行なっても、そう簡単に死者の霊は他界へ行く事が出



























































三三八～三三九〕 。ここで問題としたいのは、 「屋根を越す」 「屋根に投げあげる」ということ










窓町では投げることで「死者にあちらへ行ってもらう 報告されているだけだが、国東半島では霊魂 取るという。この場合、死者の霊がそれを持ってあの世へ行くと考えられ いるといえるのではない 。 「放 投げ 」ことが、旅立つ霊に弁当を与えることと繋がるとすれば、これは霊 移行」 具現化したものといえよう。
ただし、投げることの意味がすべてこの意識で捉えられるわけではない。青森市では「男の人二人が背中合わ
























中に投げ込むことが重要なのではなく、 「投げる」ことと「別れとして食べ 」ことが結びついて、家の中に投げ込むことになった 考えることはできない ろうか。（四）餅の分配
今までの事例において、 「四十九日の餅」を分けるというものがあった。先に餅は魂の弁当として、 「移行」の
具現化したものと指摘したが、この考えをさらに進めるならば、餅そのも が霊と重ねあわされて観念されることも考えられる。このよう 考えるならば、分配 「霊」の配分を意図した のと捉えることができる。右の屋敷餅の事例を踏まえるならば、 「霊」の配分は「生 の相続の意味合いを含めて捉えるこ ができ かもしれない。
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五〇三〕 。 「送り（別れ） 」とは大きく違う観念が背景にあることがわかる。つまり、大







































































と記され、また奥書からも、不可停が、真言宗本来の教えにもどるために、すでに習慣化しているが、不可停は本来の意味から逸脱していると考えていたことがわかる。この書が よう 活用されていたのかは不明であるが、不可停が疑念を持ったことは、遅くとも江戸時代初期に 「四十九日の餅」が広く行われ、それが仏教的な意味付けの中で「骨」や「体」 関連付けられていたといえ すると寺院を介して 「思想」を具現化した形式が広がりをみせていたといえるのではないか。（四）ヒザノ餅・ヒザカブ餅
柳田は『葬送習俗語彙』の中で「ヒザカブ」という項目をたて、 「羽前最上郡安樂城村では、死後四十九日目





















ざ」が特化されて認識されているだけではなく、 「今度の世でまた親子になれるように」との意識から、現世とあの世との霊魂の継続性をみるこ ができる。四、 「釘抜き餅」（一） 「釘抜き餅」の事例
柳田は『葬送習俗語彙』の中で、 「クギモチ」もとりあげている。 「佐賀地方で四十九日の仕上げの餅を釘餅と
いふ。阿彌陀には二つ重ね 大餅を、新佛には四十九の小餅を供へ 後に此大餅を碎い 其一片に小餅を二つ添へて親族へ配る。此法事を「四十九日のクギヌキサン」と ふ（民歴
　




一九二〕 、この記述は宮武省三の「亡者と葬祭に關する奇風」を参考にしたと思われる。これには「予の郷里高松にては佛事に餅を搗く事 ないが、豊肥地方には此の風習があつ 、佐賀などにても四十九日 仕上げに餅を
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「すね」に限定されてはいない。すでにいくつかの事例をみてきたが、このような考えにおいて、 「ヒザ」や「スネ」への特化が必ずおこ ということではなく、紙幅 関係で詳細を述べるこ はできな が、地域的遍在性が認められること ら、何らかの考えが、地域的に広ま た可能性は指摘できる。
さらに田中熊雄による「宮崎県の葬送・墓制」にも児湯郡三財村並木（現、西都市）では「人は死ぬと生前

































































































ならないが、範囲は北は秋田から南は九 筑前までとなろう。や り、下野国内の密度が高いのは当然であるが、関東では上州、武州、江戸、下総、常陸が多く、つ 甲 、信州から越後が目につ 。奥州では二本松や相馬、仙台が盛んであったようである。時 は紀州高野山 京、大阪の勧化も目にとまる。 」という〔中川
　
二〇〇一


























































































































































































































































































るとするならば、 「 縁起」や「和讃」における「釘抜」と「餅」 関連性が具象化されて ることになる。
絵図を基にした絵解きで、餅がどのように説かれたかは不明 あるが、釘抜念仏や釘抜和讃を背景として、


















































五二六〕 。五流修験の本拠地との距離 関係から、 「釘抜餅」 呼称と由来が岡山市とその近郊に遍在すると考えられないだろうか。しかし、二〇一五年に現存する尊瀧院近辺及び下津井で調査したが、 釘抜餅」の呼称やそ
四五
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の由来を知る人に出会うことはできなかっただけではなく、四十九日に餅は搗かないとのことであった。修験が衰退したことによって、伝承が忘却されてしまったの あろうか。それとも、本拠地は児島にあったが、活動は現在の岡山市内が中心であり、そのために岡山市内で伝承が残ったというこ であろうか。六、 一升餅
四十九日の餅が仏教的観念を基底として、四十九個に分けられることはすでに見てきたが、ここで、もう一つ









八一一〕 。 「きっちり一升で」とのことから、 「一升」である


































































































一〇五〕 。 「餅」と「米」との違いはあるが、この世とあの世の移行を具現化するものと 、同様の観念が認められよう。
四十九日といえば、葬送儀礼は終わっているが、四十九日をもって霊が他界へ移行すると考えるならば、他































八、おわりに「四十九日」が区切りとされた、そのため、その日に餅を搗くことで、忌明けや別れの観念へと広がっていったと考えることができる。また霊の旅立ちの弁当として意味づけられることをみ 。こ 場合、死者の霊があの世へ送られるということになる。一方、仏教の教 が前面に出されている場合、 「餅＝骨、骨接」として考えられ、人形に並べられたり、釘抜きのためのものとして観念されたりしていた。人形に並べることは、再生を願う観念か あるいは死後生が現世の延長上に位置づけられ きた可能性を示唆す餅の広がりについては、釘抜和讃や熊野比丘尼による絵解きにあった可能性が指摘できた。この場合、魂（霊）


























































































































































































































































































































































































































































































































































































Rice cakes that prepared for the day to forty-ninth days after the death 
of the person is called “Shijuukuniti-no-Mochi” and is seen in the whole 
country in Japan. Tradition about the name and meaning is various. 
“Shijuukuniti-no-Mochi” is often talked about in connection with the 
spirits of the dead. It is said that the spirits of the dead is in the house 
posthumously during 49 days, and it is said that the spirits leaves for the 
next world after this day. On this day, the person makes “Shijuukuniti-
no-Mochi” as an end of mourning, and “Shijuukuniti-no-Mochi”is said 
to be the lunch of the spirits. Therefore, death from life can regard 
“Shijuukuniti-no-Mochi”as a metaphor to transfer it.
There is the area arranging “Shijuukuniti-no-Mochi” in the form of the 
person. In this area, there are tradition that “Shijuukuniti-no-Mochi” ties 
the bone of the person or it is bone itself. It is thought that this depends 
on influence of the Buddhism.
Mochi for the Forty-ninth. Study on the origin and the Meaning of Rice 
cakes prepared for the day to commemorate the dead in Japanese.
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